
ＴＫＣの４つの演習システムでは、基礎知識の確認や司法試験過去問の演習等を効率的に行うことが

できます。当資料では、司法試験合格体験記をもとに、合格者の活用方法をご紹介します！

使い方を
動画で確認

短答対策

基礎力確認テスト

分野別○×（肢別）問題演習

短答式過去問題演習ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

司法試験の短答過去問演習

論文対策

論文演習セミナー

ＴＫＣオリジナル論文問題及び

司法試験の論文過去問題

(選択科目を含む)

判例学習

判例学習ドリル

百選・重判に掲載された判例を

一覧化した学習ツール

https://bit.ly/2DhRD08 

合格体験記から学ぶ

演習システムの活用方法

スマホで

問題演習

「ロー・ライブラリー」（法学部生LLPﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ）にログインしてご利用ください

https://bit.ly/2DhRD08


コア・カリキュラムに基づいた分野別に演習することが
できるため、苦手分野の集中的な演習に効果的です。

苦手分野の克服に便利！

すきま時間を有効活用！
○×形式での出題のため、移動時間などのすきま時間
に手軽に演習することができます。

本番を想定した演習ができる！

不正解問題だけを繰り返し演習！

科目ごと、年度ごとに司法試験本番と同じ形式で問題
を収録しています。本番を想定した短答式演習が可能
です。

直近３回分の演習日と解答結果が自動記録されます。
最新の演習結果を絞り込み表示することもできるため、
効率的に反復演習が行えます。

短答対策 システム概要

「コア・カリキュラム」の分野別に整理・収録した「○×形式」の演習システムです。

演習履歴機能で自身の演習実績が一目で確認でき、反復して演習することができます。

司法試験短答式試験の過去問題を収録したシステムです。

過去問題を繰り返し演習することで本試験に不可欠なスピード・正確性・現場思考力を養うことができます。

基礎力確認テスト

短答式過去問題演習トレーニング

マイフォルダ

便利な機能

間違えた問題や気になる問題を登録し、
いつでも繰り返し演習できます。

関連情報リンク

解説から参考判例等の関連情報をワンク
リックで確認できます。

演習実績確認

演習実績を数値とグラフで視覚的に確認
できるため、苦手分野が一目瞭然です。

(注)文献の閲覧可否は大学様毎の
契約に応じて異なります

-1-



短答対策 合格者の活用方法

スマートフォン一つでどこでも演習することができること、間違った問題のみを即座に選択して反復練

習できることから、紙媒体の短答式試験の問題集よりもずっと使い勝手がよかったです。

「基礎力確認テスト」は分野別に問題が整理されているため、法科大学院の授業の範囲を予

習段階で解き、復習の際に再度解く、その上で１週間後に不正解および自信のなかった問題を

もう一度解くという方法で知識を定着させました。

復習時には「短答式過去問題演習トレーニング」を活用しました。演習を通して、その範囲で実際にどのような

出題がされるかを即座に確認することができるため、実践的な訓練を積むことができました。

スキマ時間を有効活用！授業の予習復習に！

短答式過去問題トレーニングは、何より、解説に判例の該当部分が引用されていることが魅力的で、

同じ判例を何度も目にすることで、判例知識の記憶にも役に立ちます。

別の角度から質問された場合にも、判例を思い出して答えられるようになりました。私にはそこまで短答式試験

にかけられる時間はなかったので、「１日２０問は必ず解く」と決めて、３周くらいしてから、繰り返し間

違える問題・不安な問題を「マイフォルダに登録」し、その後はマイフォルダ内の問題を解くようにし

ました。

また、司法試験直前には短答式試験の問題を解くほどの余裕はなかったので、最後まで曖昧な問題の解説部

分をまとめて、最後に見返せるまとめノートを作りました。

東京大学ＬＳ修了
Ｓ.Ａさん

マイフォルダ機能で効率良く繰り返し演習！

大阪大学ＬＳ修了
Ｉ.Ｓさん

分野別のため、
授業の予習・
復習に最適！

不正解問題に
絞って復習！

解説内の判例
等リンクで理解
が深まる！

苦手な問題だ
けを登録して
反復演習！
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論文対策 システム概要

司法試験論文式過去問題及びTKCオリジナルの論文問題を収録しています。

司法試験過去問題では解説・解答例・参考判例等および法務省公表の出題趣旨・採点実感を確認できます。

情報の一元管理ができる！
参考判例や参照条文、参考文献をその場で確認できるため、
関連情報を検索したり、調べる手間が省けます。

直前期の見直しに便利！
「自己評価」を登録することで、復習の優先度が高い問題を
すぐに把握できます。 「演習ノート」に答案や学習記録を残
すことで効率的に復習が可能です。

司法試験過去問題の分析に最適！
充実した解説・解答例・出題趣旨・参考判例等を掲載。
解答作成に際しての「視点・考え方」を正確に把握できます。

論文演習セミナー

演習ノート

便利な機能

問題検討のメモや参考答案等、関連する
情報を記録することができます。

関連情報リンク

出題趣旨・採点実感、参考判例や参考
文献等の関連情報を確認できます。

自己評価

問題毎に３段階の自己評価を登録でき
ます。評価順に並び替えも可能です。

(注)文献の閲覧可否は大学様毎の
契約に応じて異なります
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論文対策 合格者の活用方法

この中の「司法試験過去問題演習」は、司法試験の過去問を大学教授が起案し、自ら解説したも

のが収録されています。特に、選択科目の起案と解説があるので、これだけでも見る価値があります。

また、司法試験の過去問と出題趣旨、採点実感が一つのページにまとまっており、過去問の一番上

に年度が記載されています。そのため、法務省の公式ホームページより簡単かつ容易に印刷可能であ

り、管理がしやすかったです。

大学教員による信頼の解説解答例が役立つ！（選択科目含む）

時間が許す限り何度でも司法試験の過去問にトライしてみてください。平成１８年から始まった司

法試験は過去問量がとても多いので、それを回すだけで手いっぱいです。

その際、各自のノートに新たに知った知識、間違えたこと、上位答案のうまい言い回しなどを書き

溜めると良いと思います。私はその際にＴＫＣの「論文演習セミナー」にある「演習ノート」機能が役立

ちました。たしかにＷｏｒｄファイルでノートを各自で保管するというのでも、ノートをとるという点では足りますが、

ＴＫＣの演習ノートであれば、関連する判例をすぐに調べて貼ることもできます。

早稲田大学ＬＳ修了
Ｔ.Ｎさん

「演習ノート」に情報を集約！効率的な過去問学習！

慶應義塾大学ＬＳ修了
Ｈ.Ｍさん

自己評価や
演習ノートは
一覧で把握！

出題趣旨・
採点実感を
すぐに確認！

司法試験受験生に人気の解説書

『司法試験の問題と解説』（日本評論社）

に掲載の解説・解答例が表示されます。

大学教員の
解説解答例が
読める！
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判例学習 システム概要

「判例学習ドリル」は主要7科目の『判例百選』、『重要判例解説』掲載判例の全文を一覧化したツールです。

重要判例の全文や解説をデータベースで確認するとともに、関連する肢別問題・過去問題を演習できます。

本試験での問われ方を確認できる！
当該判例に関する肢別問題または過去問題を演習できます。
実際に問題を解き、どのような視点で問われたかを確認することで、
より一層理解を深めることができます。

重要判例を効率的に読み込める！
判例データベース「LEX／DBインターネット」へリンクしているため、
当該判例をすぐに確認できます。また、「判例評釈等へ」ボタン
より、関連する評釈一覧を確認できます。

判例学習ドリル

ワンクリックで
関連問題の演習！

便利な機能

判例ノート

判例に関するポイントや気づき、コメント等
を登録することができます。

関連問題演習

「基礎力確認テスト」や「短答式過去問題
演習トレーニング」の問題演習が可能です。

マイフォルダ

復習したい判例やよく読む判例を登録し、
オリジナルの判例集を作成できます。

肢別問題 過去問題

(注)文献の閲覧可否は大学様毎の
契約に応じて異なります
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判例学習 合格者の活用方法

短答式試験の憲法は判例の詳細な理解を求められる出題傾向が強いので、「判例学習ドリル」を

利用し、「ＬＥＸ／ＤＢインターネット」で判決文を確認しながら重要判例の要旨をまとめました。

「判例学習ドリル」には判例掲載誌・評釈掲載誌の数や短答式試験での出題回数も載っていた

ので、これらを参考にして特に覚えるべき判例を整理しました。

これも実際の司法試験の出題箇所と一致するものが多く、非常に役に立ちました。

司法試験で問われた回数順に並び替え！

教材は主に過去問や合格者の答案例が掲載された参考書、「判例百選」（有斐閣）を使っていまし

た。特に「判例百選」に掲載されている判例は全科目把握するようにしていました。合格者の方から、とり

わけ民事訴訟法や商法、労働法は判例を押さえておくことが大切だと聞いたため、読み込んで一元化教材

にも反映するようにしていました。

東京大学ＬＳ修了
Ｔ.Ｍさん

百選掲載判例を全把握！関連情報を一元化！

慶應義塾大学LS修了
Ｙ.Ａさん

学習メモは
判例ノートで
一元管理！

並替え機能で
効率良く

学習できる！

ワンクリックで
関連する問題
を演習！
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株式会社ＴＫＣ東京本社 リーガルデータベース営業本部

E-mail：lssupport@tkc.co.jp

フリーダイヤル：0120-114-094（土・日・祝日除く 9～17時） 

2023.12

※携帯電話からの問合わせ（有料） 03-3235-5639（土・日・祝日除く9～18時）

【お問合せ先】
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